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　平成 21 年度の委員会の活動にあたって

　平成19年6月の委員会の発足から2年間の活動を経て，委員会の体制が段々と進化しながら下図のよう
に形づくられてきました。同時に，委員会が目指すまちづくりのかたちも次第にはっきりとしてきました。
　それは，まず，「洛西ニュータウン内の多様な活動を連携し，住民参加を促すこと」であり，「ニュータウ
ンの持つ多くの資源を，住民が知恵を出し合って有効に活用できるようにすること」でしょう。そして，「資
源の活用については様々な価値観の違いがあることを理解したうえで，まちの将来についての議論を活発化
させること」により「洛西ニュータウンの居住文化を創生していくこと」であると考えます。
　委員会の活動に多くの住民の皆さんがかかわっていただくことが，洛西ニュータウンを住みよいまちにす
る大きな力となります。皆さんの積極的なご参加をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洛西ニュータウン創生推進委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　勝　本　竹　彦

【洛西ニュータウン９つの資源】
◆緑（緑地，街路樹，緑の歩道）　　◆ゆとり（空間）　　◆まちなみ　　◆交通機関　　◆洛西ケーブルビジョン
◆子育て・教育施設（保育所から大学まで）　　◆公的機関（支所，図書館，銀行，郵便局，京都エミナース，医療等）
◆タウンセンター＆サブセンター　　◆人材及び人のネットワーク

　５月9日（土）の午前10時から午後1時において，「春の自然観
察会」を開催しました。約30名の方が参加され，環境部会委員の説
明・誘導により，ヤマボウシ，ナンジャモンジャなどの花が咲いてい
る街路樹を中心に観察しながら洛西ニュータウン内から竹の径を通
るコースを散策しました。参加者は自然を満喫し，ニュータウン内
で四季折々の自然を楽しめることを改めて気づかれた様子でした。

コース：洛西支所→福西本通・中通→竹林公園→竹の径→小畑川中央公園

　第10回「洛西ニュータウン創生推進委員会」が，６月18日に洛西総合
庁舎で開催され，委員・部会委員を交えて，今年度の委員会体制及び部会
体制を中心に議論を行いました。
　部会には，各学区・地域からの推薦と公募を合わせて，29人の住民の皆
さんに部会委員として参加いただくことになり，今回出席の方から抱負を
語っていただきました。【詳細は2,3ページに掲載】
　委員会の新たな体制について，前年度に行ったプロジェクト事業のうち，
今後も継続して実施すべき３つの事業（「小畑川コミュニティ事業～楽祭
inらくさい～」，「地域活動団体連携事業」，「まちづくり勉強会」）を委員会
の事業と位置づけて，その企画，運営を担当する「事業運営チーム」を立
ち上げ，各部会委員が主体的・横断的に参加して取り組んでいくことが確
認されました。
　また，委員会が来年度以降も自立・持続していくことを目指して，組織
と広報のあり方について２つの「ワーキンググループ」を立ち上げ，研究，
検討を始めることが確認されました。
　続いて，「春の自然観察会」【４ページ下欄参照】，「洛西ニュータウン・
タウンセンター地区地区計画」の策定【下欄参照】についての報告が行わ
れました。

平成21年度の委員会・部会体制が決まりました！
～ 「事業運営チーム」，「ワーキンググループ」を新たに立ち上げます ～

◆ 第 10回委員会で出された主な意見
・ 組織を検討するワーキンググループには，各部会から代表の方々に参加していただくとともに，検討内容につい
　て，部会に伝えていただくことにより情報の共有を図ることが必要。
・ 部会，事業運営チーム，ワーキンググループ，プロジェクトと多様な取組を同時にこなすことは難しい。
　まずは現在取り組んでいる事業の成果を出すように優先順位を決めるべき。
・ 事業運営チームやプロジェクトの活動は，各部会の取組を事業化するもので，部会活動としての意味も有する。
　したがって昨年度同様，事業実施中は，部会の開催を休止するなどの調整が行われると考える。
・ 部会での議論だけにとどまらず，「まちづくり勉強会」や「春の自然観察会」のように，外部に出て住民との対話
　を進めることが大切だと実感している。
・ 委員会・部会の活動を通じて，他地域の方々にも洛西ニュータウンが住みよいまちであるとアピールし，将来の
　洛西ニュータウン内での居住を考えてもらいたい。

◆ 洛西ニュータウン・タウンセンター地区地区計画について
　今年度内において売却が予定されている京都エミナースについては，委員会での議論を一つのきっかけとして，
「ホテル京都エミナースを存続させる会」によって機能存続を要望する署名活動が行われ，昨年1月から 2月にか
けて市長，府知事等に1万 5千人を超える署名を携えて要望書を手渡されるなど，区民全体の強い思いが示された
ところです。
　現在，タウンセンター地区エリアにおいて，マンション等の建築を制限する地区計画の策定が進められています。
先に京都市から，機能継続が図られた場合の固定資産税等の5年間の軽減措置が表明されましたが，これと合わせ
て，京都エミナースの機能維持に向けての大きな支援となることが期待できるものです。
　地区計画の詳しい内容については，京都市都市計画局都市総務課（℡222-3610）にお問い合わせください。
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「春の自然観察会」を開催しました！


